
 種類の違う消毒薬を混ぜない！
アルカリ性消毒薬（消石灰等）と、酸性消毒薬（ビルコン、クレンテ等）を

混ぜると効果がなくなるので注意しましょう。

 ゴム手袋・マスク・保護メガネを着用する！
調整時や使用時には、手袋やマスク、保護メガネなどを必ず着用しましょう。

 安全な場所に保管する！
消毒薬は扱いを間違えると大変危険です。事故が起こらないように、幼児の

手の届かない場所に保管しましょう。

 休薬期間に注意する！
消毒薬によっては畜体に直接噴霧すると、定められた期間と畜場へ出荷でき

なくなるものがあります。また、畜体への噴霧自体を禁止している消毒薬もあ

りますので、使用前に取扱説明書等でよく確認しましょう。

２０１８年３月 預託者向け情報 十勝ほ育育成牛受託協議会

≪休薬期間が３日間の例≫

畜体噴霧「１月１日」の場合：休薬期間「１月２日～1月４日」 出荷「１月５日～」

２．消毒薬の使用上の注意

 消毒は、人間や家畜に有害な病原微生物を死滅させることです。

 微生物や菌を、農場に持ち込まない、増やさない、持ち出さな

いために、消毒は重要です。

１．消毒のポイント
● 消毒の効果を高めるためには、汚れ（特に、有機物）をしっかり落とす

● 消毒薬の接触時間をより長くする

● 使用濃度を守る（※ 説明書に従い適切に使う）

踏込消毒槽の場合

水道や洗浄用の水槽で

汚れをきれいに落とす

長靴は消毒液に

しっかり漬ける

牛舎やカーフハッチの場合

高圧洗浄機などで、よごれや

ほこりを落としてから消毒する
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参考　全国家畜畜産物衛生指導協会「ヨーネ病の早期発見と撲滅のために」

※ 公益社団法人　日本動物用医薬品協会「動物用医薬品医療機器要覧　2016年版」　

効能　他

参考　中央畜産会　「畜舎の消毒について」

強アルカリ剤

生石灰

・パドックの消毒
・畜舎の石灰塗布

消石灰

○ ▲ ○○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

アンテックビルコンS

ヨウ素系

・殺菌力、抗ウイルス力が強
い
・蒸発性が高く、高温・有機
物・日光で効力が低下

ポリアップ16、バイオジット30、ファインホール ○ ○

○ ○

○ ▲ ○

ハロゲン塩
製剤

塩素系

・殺菌力、抗ウイルス力が強
い
・蒸発性が高く不安定、皮膚
刺激有り

クレンテ、スミクロール、ワイプアウト ○ ○ ○

○ ○○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

▲ ○ ○○

○

複合製剤（オルソ剤）
・臭いが強く、日光による分
解が早い
・コクシジウムに有効

動物用タナベゾール、オーチストン、トライキル、
シーピーピー、ゼクトン

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ▲ ○○
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○○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○
両性石けん

(界面活性剤）

・プラスとマイナスの電気を
持つ界面活性剤
・抗力は低いが毒性や刺激性
が少ない。

動物用ネオラック、パステン、パステンCMX、パステ
ンL、パステンコンツ、薬用シャンプーd、薬用スキ
ンクリン

○

○

○ ○

○

逆性石けん

・普通の石けん（マイナスの
電気をもつ）と逆のプラスの
電気を持つ
・マイナスの電気を帯びてい
る細菌・ウイルスを引き合っ
て衝突し効率よく細菌やウイ
ルスを殺す

アストップ、アストップ200、クリアキル-100、クリ
アキル-200、クリアキル・ドライ、クリンエール、
クリンエール・200、サニスカット、パコマ、パコマ
L、パコマ200、パンパックス100、パンパックス
200、ベストシール200、ロンテクト、動物用ベタセ
プト、モルホナイド10、モルホナイド20、モルホナ
イド50、プロクール

○ ○ ○

○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○アルデヒド製剤
・畜舎消毒などに利用
・有機物の影響は比較的少な
い

グルタプラス、エクスカット25％・SFL、ヘルミン
25、ヘルミン-G

○
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動物用殺菌消毒剤※
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○ ○ ○ ○ ○
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監修：十勝家畜保健衛生所　
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酪農場で使用する主な消毒薬の種類と使用対象            （○：効能有り、▲：一部薬剤は用途として認められる、空欄：無効）

消毒薬の種類

薬剤名

対象病原体 使用用途
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【注意事項】

使用にあたっては、各製品の「用法・用量」に従い、「使用上の注意」をよくお読みください。
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